












































































































仁始壼論語十巻千文一巻而来。 〔注 古事記ニハ王1ーガ来リシ時論語十巻千字文一巻ヲ献リショシシ 日有王仁者是秀也。時遣上毛野君祖、
略〕至継体七年、百済又遣五経博士 ルセリコレ彼国ノ文字我国二来リシ始ナリトハイフ也（巻之二 荒田別・巫別於百済、 1乃徴王仁也。
段揚爾、十年復遣漢安茂、於是始伝 「真字」） 〔中略〕十六年春二月、王仁来之。
五経。（巻三十二 「学術志ー ・漢学」） 日本書紀ヲ按スルニ応神天皇ノ十六年百済ノ博士王仁トィヒ 則太子菟道稚郎子師之。習諸典籍於





教之以訓。蓋其難芙。然当時文字祇 メラルトモ ミエタリ我国ノ人漠字ヲサトシ知ル事ヲ得ザラ ンニ + P.377) 
此一種。漢籍之来、僅十余年、高麗 ハイカデ彼奏ノ無礼ヲモシロシメシ又国史ヲ置テ事ヲ記サル、 継体 7年：百済遣姐禰文貴将軍
王上表、表文不遜、皇子稚郎子読而 事ノカナフベキ又宋書南史等ヲ按スルニニ十二代ノ帝雄略天皇 〔中略〕貢五経博士段楊爾。（巻十
怒裂之、即能通文義突。爾後博士段 ノ御宇彼国二使人ヲ通ジ給ヒテ信書ヲ贈ラセ給ヒシ事見エタリ 七 P.29) 
揚爾・漢安茂等接踵而来、伝授百余 〔中略〕彼国ノ史二載シ所ノ吾朝ノ国書ヲ見ルニ彼国ノ人ノ文 同11年：別貢五経博士漢高安茂、
年、至履中四年、遂置国史於諸国、 字ニモ劣ルベカラス（中略）彼是ヲ通ジ考ルニ吾国人漢字ヲ学 請代博士段楊爾。（巻十七 P.35)
以記時事、於是又能作玄完会Q 又二 プコトハ得タレトモ三十四代ノ帝ノ御時マデ対IIt翻競三百歳ガ 履中 4年：始之於諸国置国史。記







































































































































































ある清末外交官の日本語研究 ー黄遵憲の r日本国志』を中心に一 劉 建雲





たが、「頓阿 (1289-1372)著の 『高野日記』と「三東密要」 (15)ではいずれも空海の作としており、
その上出雲神門郡塩冶神門寺に空海の字の真迩があるので、空海の作であるのは明らかである」と
述べている。















































を調べてみたところ、 『以呂波声母伝』から 『同文通考』、更に 『秋苑日渉』 ・『日本国志』へと次々
に受け継がれていったといういろは歌に関する所謂護命・空海共同制作説はなかった。
再び黄遵憲に戻ると、彼も 『以呂波声母伝』まで考証を進めたとは思われない (21)。和文体の文
























































































































































































































































































ある清末外交官の日本語研究 ー黄遵憲の r日本国志』を中心に一 劉 建雲
館書店）の中で、著者が 『読史余編』を参照したらしいと具体的に指摘している。





















































26.前掲 『中国日語教学研究文集 5』[1994] P. 378 
27.前掲 『中国日語教学研究文集 5』[1994] P. 369 
28. 同じく巻三十三「学術志ニ・文学」に 「近多習英文、其地名・人名 ・事名・物名概以此訳音、
亦殊便也」とある。







30.劉建雲「二年級総合日語教学法初探」（前掲 『中国日語教学研究文集 5』[1994]pp 267-278) 
(137) 84 
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を参照



























42. 1889年 1月17日康有為によ って西太后 ・光緒帝へ提出した上奏文である「門災告警請行実政而
答天戒折」（『戊戌変法前後一康有為遺稿』上海人民出版社、 1986、所収）を参照
43.同上
83 (138) 
